
笑顔こぼれるまち　南木曽
～自然・文化が育む、活力あふれるまちをめざして～

平成25年度　当 初 予 算
予算総額 42億8,504万円

平
成
25
年
度 

町
長
施
政
方
針（
予
算
編
成
）要
旨

 

南
木
曽
町
長　

宮
川　

正
光

当
町
の
計
画
的
行
政
運
営
の
指
針
で
あ
る
第
8
次
長
期
振
興

計
画
が
平
成
24
年
度
を
も
っ
て
期
間
終
了
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
次
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
９
次
南
木
曽
町
総

合
計
画
」
を
策
定
し
、
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
計
画
で
は
、「
笑
顔
こ
ぼ
れ
る
ま
ち　

南
木
曽
」
〜

自
然
と
文
化
が
育
む
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜
を

基
本
理
念
に
掲
げ
、
町
の
未
来
に
投
資
す
る
「
教
育
」
と
「
定

住
対
策
」
を
重
点
課
題
に
据
え
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

元
気
が
出
る
ま
ち
づ
く
り
、み
ん
な
で
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
、

教
育
の
充
実
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
、
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
、
健
全
財
政
の
ま
ち
づ
く
り
の
６
つ
の
政
策
を
基
本
目

標
と
し
て
総
合
的
・
体
系
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
し
て

い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
総
合
計
画
を
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
住

民
み
ん
な
が
肩
を
寄
せ
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
、
そ
ん
な
町
に

住
む
喜
び
が
あ
ふ
れ
る
南
木
曽
町
を
目
指
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
第
９
次
南
木
曽
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
町
政
運

営
の
初
年
度
と
な
る
極
め
て
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

自
主
自
立
の
道
を
選
択
し
た
当
町
は
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎

化
な
ど
へ
の
対
応
等
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
今

あ
る
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
得
る
物
を
分
か
ち
合
う
気

持
を
強
く
持
ち
、
郷
土
の
素
晴
ら
し
い
自
然
と
人
が
共
生
し
、

笑
顔
こ
ぼ
れ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
一
般
会
計
は
、
32
億
５
，
３
０
０
万
円
で
24
年
度
の
当

初
予
算
と
比
較
し
て
５
・
８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

25
年
度
か
ら
10
年
間
、南
木
曽
町
の
行
財
政
運
営
の
指
針
と
な
る『
第

９
次
総
合
計
画
』
の
基
本
理
念
・
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
の
初
年
度
と
し
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
教
育
の
充
実
と
若

者
の
定
住
化
の
実
現
を
目
指
し
て
、
子
育
て
支
援
や
住
宅
対
策
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
重
点
を
置
く
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
は
、
景
気
低
迷
や
納
税
者
の
減
少
を
見
込
ん
で
前
年
比
１
，

０
３
２
万
円
減
額
の
５
億
８
，
６
０
９
万
円
を
計
上
、
地
方
交
付
税

は
地
方
債
の
償
還
や
小
中
学
校
児
童
生
徒
数
の
減
に
よ
り
前
年
度
よ

り
１
億
円
程
減
少
す
る
と
見
込
み
、
当
初
予
算
で
は
16
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

新
規
事
業
等
は
、
道
路
基
盤
整
備
で
、
町
道
大
原
線
、
町
道
大
妻

籠
線
、
町
道
蘭
広
瀬
線
改
良
事
業
を
中
心
に
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
文
化
で
は
、
地
元
食
材
利
用
補
助
金
の
補
助
率
の
拡
充
、
セ

カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
事
業
、「
南
木
曽
の
植
物
」
記
録
集
作
成

経
費
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
助
成
を
計
上
し
ま
し
た
。

生
活
環
境
で
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
の
期
間
延
長
、
ユ
ー

ア
イ
住
宅
建
設
事
業
を
計
上
し
ま
し
た
。

保
健
福
祉
で
は
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
、
保
育
料
減
額

助
成
「
す
こ
や
か
子
育
て
事
業
」
の
期
間
延
長
、
読
書
保
育
園
改
修

事
業
を
計
上
し
ま
し
た
。

産
業
振
興
面
で
は
、
柿
其
渓
谷
遊
歩
道
整
備
、
町
内
商
店
の
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
化
へ
の
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
等
事
業
会
計
、
簡

易
水
道
等
企
業
会
計
合
わ
せ
て
７
会
計
で
10
億
３
，
２
０
４
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。（
前
年
比
△
３
・
１
％
）
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特別会計予算総額　10億3,204万円
会　　計　　区　　分 予　算　額 増減率

南木曽町国民健康保険特別会計 ４億９，６２４万円 △ 1.5%
簡易水道事業特別会計 １億８，４３８万円 △ 3.3%
南木曽町営妻籠宿有料駐車場特別会計 ３，７２１万円 △ 13.5%
南木曽町下水道事業特別会計 ６，６４７万円 3.5%
南木曽町農業集落排水事業特別会計 ６，７７５万円 0.3%
南木曽町浄化槽市町村整備推進事業特別会計 １億 ５５７万円 △ 14.4%
南木曽町後期高齢者医療特別会計 ７，４４２万円 3.2%
特別会計予算総額 １０億３，２０４万円 △ 3.1%

税　　　目 予　算　額 構　成　比
固定資産税 ３億８，４１８万円 65.5%
町民税 １億７，６７０万円 30.1%
軽自動車税 １，０３１万円 1.8%
その他 １，４９０万円 2.6%
　　町たばこ税 １，０２０万円 1.8%
　　入湯税 ４７０万円 0.8%

合　　計 ５億８，６０９万円 100.0%

一
般
会
計
内
訳

歳
入

歳
出

民生費（23.4％）
7億6,021万円

総務費（22.8％）
7億4,130万円

公債費（16.7％）
5億4,382万円

土木費（10.9％）
3億5,328万円

教育費（8.4％）
2億7,335万円

衛生費（7.0％）
2億2,751万円

農林水産業費（4.9％）
1億6,007万円

商工費（3.1％）
1億 142万円

その他（2.8％）　9,204万円

その他（7.9％）　2億5,721万円

地方交付税（49.2％）
16億円

町債（10.7％）
3億4,960万円

町税（18.0％）
５億8,609万円

国庫支出金（4.7％）
1億5,449万円

県支出金（4.5％）
1億4,534万円

諸収入（2.9％）
9,318万円

使用料及び手数料（2.1％）
6,709万円

消　防　費  3,619万円
議　会　費  3,270万円
予　備　費  1,907万円
労　働　費  298万円
災害復旧費 110万円

繰入金……………………8,101万円
地方消費税交付金………5,100万円
地方譲与税………………4,000万円
分担金及び負担金………3,481万円
財産収入…………………2,848万円
繰越金……………………1,000万円
自動車取得税交付金………900万円

利子割交付金…………………80万円
地方特例交付金………………60万円
交通安全対策特別交付金……60万円
配当割交付金…………………60万円
寄附金…………………………21万円
株式譲渡所得割交付金………10万円

一般会計予算総額　32億5,300万円

町税内訳
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平成 25 年度平成 25 年度　一般会計の主な事業　一般会計の主な事業

●総務費

役場分庁舎改修事業（森林組合事務所） 330万円
新交通システム経費 6,270 万円

木曽広域連合負担金分担金
（消防費・清掃費等）2億 9,702 万円

戸籍副本データ管理システム経費 205万円

●民生費

社会福祉協議会運営費補助金 918万円
老人福祉施設入所措置費 2,425 万円

有償ボランティア育成事業 129万円
障害者総合支援給付事業 1億 199万円

乳幼児・児童医療費 920万円
子育支援事業経費 396万円

すこやか子育て支援事業補助金 500万円
子育て基金積立 1,000 万円

読書保育園耐震改修事業 1億 1,023 万円

●衛生費

予防接種事業 919万円
検診事業（がん検診等） 788万円
坂下病院救急医療負担金 432万円

母子衛生事業（乳幼児健診等） 571万円

●農林水産業費

中山間地域直接支払制度交付金 3,513 万円
地籍調査事業 846万円

森林病害虫等防除対策事業 451万円
有害鳥獣対策事業 447万円

●商工費

南木曽駅運営経費 355万円
小規模事業指導費補助金 650万円

地域交流事業（美しい村連合等） 124万円
観光施設整備事業 1,079 万円

（柿其渓谷遊歩道整備）

●土木費

町道維持補修事業 4,922 万円
町道新設改良事業 1億 1,600 万円

（大原線、与川線、蘭広瀬線改良等）
橋梁維持補修事業 4,350 万円

（与川渡橋・広瀬本谷橋修繕）
住宅リフォーム補助金 400万円
ユー・アイ住宅建設事業 3,579 万円

●消防費

消防団運営経費 3,347 万円

●教育費

地元産食材利用補助金 90万円
セカンド・サードブック事業 11万円

放課後子ども教室事業 306万円
「南木曽の植物」記録集製作費 160万円

総合型スポーツクラブ助成 210万円

●総務費総務費

●民生費民生費

●商工費商工費

●土木費土木費

●消防費消防費

●教育費教育費

●衛生費衛生費

●農林水産業費農林水産業費

南家の収入は、南さん本人（町税）とパート勤
めの妻（負担金等）の給与を合わせて 152 万円し
かありません。
そのため、家計の半分以上の 341万円を親からの仕送り（地方交付税・国補助金等）に頼っています。
また、住宅リフォームなどのためにローンの借入（町債）を 60万円行って家計を支えています。
支出では、食費、医療費、ローン返済など（人件費・扶助費・公債費・物件費）の生活に必要な費用が

半分以上の 319万円を占めています。
給与の増加は見込めず、親（国）の厳しい状況から仕送りの大幅な増加も難しいことから今後も節約が

必要です。

町の予算を南さん家の家計に例えてみました町の予算を南さん家の家計に例えてみました

（予算を分かりやすくするために、町の予算を給料 100万円の家計に当てはめてみました。）

項　　　　　目 金　額
給与（町税） 100万円
妻のパート収入（負担金等） 52万円
前年度余剰金（繰越金） 2万円
親からの援助
（地方交付税・国補助金等）

272万円
69万円

ローンの借入（町債） 60万円
合　　　　　計 555万円

項　　　　　目 金　額
食費（人件費） 112万円
医療費（扶助費） 45万円
ローン返済（公債費） 93万円
光熱水費（物件費） 69万円
住宅リフォームなど（投資的経費） 78万円
補修など（維持補修費） 2万円
町内会費など（補助費等） 73万円
子どもへの仕送り（繰出金） 70万円
貯金・予備など（積立金等） 13万円

合　　　　　計 555万円

◆収 入 ◆支 出
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